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JFA バーモントカップ第 36 回全日本U-12 フットサル選手権大会兵庫県大会 要項 
 

1,大 会 日 程 ２０２６年７月４日（土）・７月５日（日） 
2,会     場 三木山総合公園総合体育館（三木市福井字三木山2475-5） 
3,主     催 （一社）兵庫県サッカー協会 
4,主     管 （一社）兵庫県サッカー協会フットサル委員会・第４種委員会 
5,後     援 朝日新聞社、 
6,特 別 協 賛 ハウス食品グループ本社株式会社 

7,協    賛 （株）モルテン 
8,参 加 資 格 
  及 び 条 件   
 
 
 

（公財）日本サッカー協会に「フットサル・サッカー４種」の種別で加盟登録したチームに所属して

いる選手により本大会のために構成されたチーム。 
１．都市協会のエントリーは下表のとおりとする。 

尼崎２，北摂３，西宮１．芦屋1，神戸４，明石２，東播１， 
北播磨２，姫路２，西播磨１，丹有３，但馬１，淡路１， 

２．チームの編成は、引率者（監督、コーチ）２名以上４名、登録選手２０名以内の内１４名以内のエン

トリーとする。 尚、全国大会のベンチ入りメンバーは10 名となります。 
  但し他のチームで予選に参加した選手は、当然ながらエントリーはみとめない。 
  試合当日当該チームの第一試合キックオフの段階で選手証が確認できない場合は、すべての戦績を抹

消するものとする。 
① 引率者は、当該チームを指導裳握し、責任を負うことのできる者であること。 
② 選手は保護者の同意のある者に限る。 
③ 参加チームは、傷害保険（スポーツ安全協会傷害保険）に必ず加入していること。 
④ 県大会出場時にフットサル審判資格を有するものを帯同できるチームであること。 

9,競 技 規 定  
  

１， 大会チーム数と方式    チーム数２４チーム 
① １日目１次予選ラウンド （１ブロック４チーム×６ブロック） 

  予選ラウンドの順位は、ア）勝ち点（勝３点、引き分け１点、負０点）、イ）当該チーム間の対戦成

績、ウ）当該チーム間の得失点差、エ）当該チーム間の総得点数、オ）グループ内での総得点差、カ）

グループ内での総得点数、キ)下記に基づく警告、退場のスコアがより少ないチーム、 
１)イエローカード１枚、１ポイント 
２)イエローカード２枚によるレッドカード１枚、３ポイント 

 ３）レッドカード１枚 ３ポイント 
 ４）イエローカード１枚に続くレッドカード１枚 ４ポイント  抽選の順で決定する 

  １次予選ラウンドの中で１位と２位の上位２チーム（計１２チーム）が２次ラウンドへ出場する。 
② ２日目２次予選ラウンド（１ブロック３チーム×４ブロック） 

  ２次予選ラウンドの１位がノックアウトラウンドへ出場する。 
  ノックアウトラウンドで同点の場合は、ＰＫ方式にて次へ進むチームを決定する。 

③ 試合時間は、１次ラウンド   （９－３－９，ランニングタイム） 
  ２次予選ラウンド ノックアウトラウンドは１２－３－１２（ランニングタイム） 
  ピッチは１８ｍ×３２ｍの大きさとする。 

④ １．但し決勝戦は、８－３－８（プレーイングタイム）とし、前後半とも１回のタイムアウトを

とることができる。同点となった場合は、延長戦１０分（前後半各５分）後、ＰＫ方式にて１位

チームを決定する。 

⑤ ２，（公財）日本サッカー協会制定、大会実施年度の「フットサル競技規則」による。 

３．本会において退場を命じられた選手及び役員は、次の１試合、もしくは２試合に出場できず、それ以

https://www.jfa.jp/laws/#futsal
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降の処置については、大会の規律・フェアプレー委員会で決定する。 
４．本大会期間中、警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場出来ない。 
５．大会使用球はモルテン製フットサル用３号球を使用する。  

10, 表     彰 １位、２位、３位チームに表彰状を授与する。大会参加チーム中もっともフェアなプレーをしたチームに

フェアプレー賞を授与する。１位チームは「JFA バーモンドカップ第３６回全日本Ｕ－１２ フットサル

選手権大会」（東京）に出場する権利と義務を有する。  
ただし、外国籍選手で構成されたチーム（ピッチ上２名以内及び登録３名以内）が１位となった場合は、

２位チームが出場する。以下同様とする。 
全国大会日程：2026 年8月9 日（日）～11 日（火） 東京：駒沢オリンピック公園 

11,日   程 別紙のとおり 
12,大会参加料 ６月２７日までに下記口座に振り込むこと 

参加料 １８，０００円／チーム 
事業番号１２０６、協会名・チーム名を明記して振り込んで下さい。 
  例： けやきフットボールクラブ（北摂協会所属）の場合 
     １２０６ ホクセツ ケヤキフットボール 

銀行名： 三井住友銀行 神戸営業部 
普通口座：９０７３２７０ 
名義：  一般社団法人 兵庫県サッカー協会 

 

13, そ  の  他 １． ベンチ入りの人数は、交代選手９名、登録票に記載された役員２名以上４名を上限とする。 

シューズの靴底（接地面）は、飴色、白色、またはノンマーキング表示が確認できるもの 
のみ使用可能とし、他の色のものは使用できない。 

チームスタッフも同様とする。 

２． 試合中、練習中を問わず場内外の器物破損が発生した場合は、当該チームにおいて弁済するものとす

る。なお、特定が出来ない場合は、出場チームで責任を負うこと。 

３． 場内外の負傷発生の処置は、当該チームに於いて行い、協会は一切の責任は負わない。 

４． ユニフォーム 「JFAユニフォーム規定」 

１） 本競技会に登録した正・副２組のユニフォーム（シャツ、ショーツ及びソックス）を試合会場

に持参し、いずれかを着用しなければならない。対戦チームと同色になった場合は、試合前の

ＭＣミーティテングで決定する。 
※シャツの色彩は審判員が通常着用する黒色と明確に判別しうるものであること。 

２） 正・副の２色については明確に異なる色とする。  
ＦＰ、ＧＫについては明確に異なる色とする。 

３） 前項の場合、主審は、両チームの各２組のユニフォームのうちから、シャツ、ショーツ及びソ

ックスのそれぞれについて、判別しやすい組み合わせを決定することができる。  
４） ソックスにテープまたはその他の材質のものを貼り付ける、または外部に着用する場合、ソッ

クスと同色でなくても良い。  
５） アンダーシャツ、アンダーショーツの色は問わない。ただし原則（GK 除く）としてチー 

ム内で同色のものを着用する。 
６）選手の背番号は整数で１から９９を使用し、０は認めない、必ず大会登録票に記載され選手固有

の番号をつける 
試合開始時のメンバー登録でGK は２名以上登録が望ましい。 
但し、パワープレー用GK ユニフォームが用意されていればその限りではない 。 

   １番はGK の為に用意される 。 
 必ず、大会登録表に記載された選手固有の番号を付ける。また、パワープレーにおいてはGK と

同じユニフォームで背番号はプレーヤー固有の番号でなければならない。GK を２名用意する

か、パワープレー用ユニフォームが用意されていないチームが怪我以外の理由で GK の退場な

https://www.jfa.jp/documents/pdf/basic/br22.pdf
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どがあった場合は、FP が退場されたGK に代わり出場するユニフォームは 、 
相手チームのユニフォームの色と判別できるフィールドプレイヤー副（サブ）のユニフォーム 
（自身の番号）で出場するか、退場されたGK のユニフォームを用いて、その背番号を出場する

選手の背番号と審判員が読み替えて続行終結させる。 
この場合、試合の結果は、ユニフォーム不備での終結続行であり、本来不備のチームは規定違反

であるので、スコアに関わらず棄権扱いとする。 
その場合、５対０の不戦負になる。 
ただしその時の得点結果が５対０以上の時はその得点結果が記録となる。 

７） ユニフォームの広告表示は認める。ただし（公財）日本サッカー協会に大会実施１ヶ月前までに

承認されたものとし、表示される広告が公序良俗に反するもの（子供に相応しくない）や大会関

係団体に対して不適切と判断した場合は広告表示を停止する。  
また、大会使用会場の広告扱いとして費用が発生した場合は当該チームの費用負担とする。 
※本年度より申請方法が変更となっています。下記を参照してください。 
https://hyogo-fa.gr.jp/news/11200/         読み取り用QR コード 
「JFA ユニフォーム広告申請回答」を嶋まで送付してください。 

８） ユニフォームの色、選手番号の参加申込み締切り日以降の変更は認められない。 
９） 貼り番は認めません。 

５． トレセンメンバーのみで構成されたチームは、参加を認めない。（県協会・各都市協会以上） 
６． 一次予選リーグにおいて各チーム１試合の第２審判を割り当てる。 

帯同審判は、審判服（黒）着用のうえ、フットサル審判資格を有する者とする。 
※当日、審判証の確認をします。 
但し、F３級、F４級審判員で兵庫県以外の登録者は兵庫県を第２登録すること。 
なお、お問い合わせについては、メールにて、チーム責任者のみとさせていただきます。 

７、選手証などの未提出で試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止なった場合

には、その帰責事由のあるチームの記録は抹消する。 
  選手証未提出とは、当該試合のKO されるまでの時間とする。 
８、試合が一方のチームの責に帰するべき事由により開催不能または中止になった場合には、その帰責事

由のあるチームは０対５または、その時点のスコアがそれ以上であればそのスコアで敗戦したものと

みなし、そのチームの成績を抹消する。 
９、ピッチ内の飲水はシート上、水のみでスクイズボトル又は直接飲むことのできる水筒のみとする。 
10、アイシング用にバケツ等の持ち込みは禁止とする。 
11、試合前のピッチ内での練習球は協会で準備したボールを使用すること。持ち込みは認めない。 
12、会場の試合前のボールを使用したアップスペースはありませんので、体育館周辺および体育館空きス

ペースでのボール使用はしないでください。 
  また、体育館外の周辺でのボールを使用しないでアップをする場合は、体育館シューズではないもの

で、体育館内での靴と必ず履きかえをしてください。 
13、組み合わせ抽選については４月に行われる第一回（一社）兵庫県サッカー協会フットサル委員会にて

都市協会フットサル委員長が行う。 
14、各チームは大会役員及び体育館関係者の指示に必ず従うこと。 
15、電子通信機器に附帯しているものによるものも含めて、テクニカルエリア内(ベンチを含む)において

は、いかなる撮影(写真、ビデオ)も認められない。 
16、各チームには、識別できるアームバンドを着用したキャプテンが居なければならない。 
問い合わせ先 

（一社）兵庫県サッカー協会フットサル委員会 
４種部長 山下 郁夫  ０９０－５６６５－０６０８ 
yamaki0110@cello.ocn.ne.jp 

 

https://hyogo-fa.gr.jp/news/11200/
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